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 カーボンナノチューブにおいてキャリア間相互作用に関わるクーロンポテンシャル

はナノチューブの外側に及ぶため，励起子遷移エネルギーは環境の誘電率(ε)に依存す

る[1]。本研究では，グレーティング上に成長した架橋ナノチューブを様々な液体に浸

潤することにより，励起子遷移エネルギーのε 依存性をε = 1.0 ~ 37.5 の範囲において調

べた。 
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図 発光エネルギーの誘電率依存性． 

 架橋ナノチューブは石英基板上に形成した周期 2 μm のグレーティングにアルコー

ルCVD法を用いて成長した。ナノチューブの密度は溝方向において1 μm-1程度である。

サンプルは石英窓をもつ容器に設置し，液体に浸潤した。フォトルミネッセンススペ

クトルおよびその励起スペクトルを CW Ti/Sapphire レーザを光源とした分光測定系を

用いて測定した。 
 右図は(8,7)ナノチューブの励起子発光エネルギーのε 依存性である。εの増加ととも

に発光エネルギーは低下している。このレッドシフトは電子間反発相互作用の誘電遮

蔽により説明できる。 
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